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技
術
の
進
化
、
競
争
か
ら

産
業
化
が
急
速
に
進
展

筆
者
は

1
9
8
0年
9
月
に
テ
レ
イ
グ
ジ

じ

ら
い

ス
タ
ン
ス
を
着
想
し
、
爾
来
、
多
く
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
実
機
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
実

現
可
能
性
と
有
効
性
を
実
証
し
て
き
た
。

表
ー
の
よ
う
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
進
展
し
て
き
た
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ

ン
ス
技
術
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
急

速
に
産
業
化
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

X
P
R
|
Z
E
財
団
※
ー
が
主
催
す
る

v
i
s
i
o
n
e
e
r
s
s
u
m
m
i
t
-が
、

2
0
1
6年
叩
月
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
サ

ミ
ッ
ト
の
目
的
官
、
次
の
X
P
R
I
Z
E
の

対
象
テ
ー
マ
を

9
つ
の
候
補
テ
ー
マ
の
中

か
ら
選
ぶ
こ
と
に
あ
り
、
学
識
経
験
者
や

企
業
の
C
E
O
、
V

C

(ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
)
の
決
定
権
者
な
ど
か
ら
な
る
約

3
0
0
名
の
M
e
n
t
o
r
(
メ
ン
タ
|
)
と

呼
ば
れ
る
審
査
員
に
よ
り
、
9
チ
l
ム
の
提

案
テ
ー
マ
が

2
日
間
か
け
て
審
査
さ
れ
た
。

筆
者
は
X
P
R
l
Z
E
財
団
の
A
v
a
t
a
r

(
ア

バ

タ

l

)

チ

ー

ム

か

ら

、
『
世

界
で
最
も
進
ん

で

い
る
ア
バ
タ
ー

で
あ

る
「
T
E
L
E
S
A
R
V
」

の

実

演

を

V
I
S
l
o
n
e
e
r
s
s
u
m
m
i
t
で
行

つ

て
欲
し
い
」
旨
の
要
請
を
受
け
、

2
日
間

に
わ
た
り
実
演
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、

他
の
テ
!
マ
を
押
し
の
け
、
ア
バ
タ
ー
が

次
期
の
X
P
R
|
Z
E
の
テ
ー
マ
と
し
て

、
(表1)テレイグジスタンスにかかわる国家プロジ‘工ク卜のあゆみ

年 国家プロジェク 卜名

1983-1991 極限作業ロボッ卜

1995-1999 人工現実感

1998-2003 ヒューマノイドロボッ 卜プロジェク卜

2000-2006 テレイグジスタンスを用いる相互コミュニケーションシステム

2006・2008 再帰性投影技術を用いた相互テレイグジスタンス

2008・2011 多人数が自由に行動する実空間への身体性を有したテレイグジス宮ンス

2009・2015 さわれる人間調和型情報環境

2014-2019 身体性メディア

※1人類に利益を与える技術の開発を促進し、世界が直面する課題の解決を目的とした

賞金レースである“XP円IZE"を運営している非営利団体

3 Planet附N附N2021 Spring 



日本時間

1-9時

9-17時

17-25時

労就

周
た
摘

し
遠

島
用
の

司
活
ら

を
か

差
外

ア

時
海

川
J工

日
リ
J

(図2)時空間瞬間移動産業の創出とテレイ グジスタンスの社会実装を通じて、新たな働き方、生き方、社会の在り方の実現を目指す

。東京大学 舘研究室

選
定
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る

A
V
A
T
A
R
X
P
R
I
Z
E
に
向
け
て
の

競
争
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
財
団
は
こ

の
競
争
を
通
し
て
、
時
空
間
瞬
間
移
動
産
業

と
も
い
う
べ
き
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

(
V
R
)
、

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、

A
ー
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
用
い、

複
数
の
場
所
に
人
聞
が
ロ
ボ
ッ
ト

の
身
体
を
用
い
て
存
在
し
物
理
的
な
作
業
ま

で
を
可
能
と
す
る
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
の

産
業
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
公
表
さ
れ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も
登
場

こ
の
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に

2
0
1
7

年
に
な
っ
て
、
K
D
D
|
、
新
日
鉄
住
金

ソ
リ
ユ
|
シ
ヨ
ン
ズ
と
N
T
T
ド
コ
モ
や

ト
ヨ
タ
な
ど
が
、
臨
場
感
を
有
し
た
作
業

が
可
能
な
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
指

向
し
た
製
品
を
め
ざ
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
公
表
。

ま
た
、

ア
レ
イ
ク
ジ
ス
タ

ン
ス
そ
の
も
の
の
産
業
化
を
目
指
す
、

T
E
L
E
×
l
S
T
E
N
C
E
I
N
C
.
 

な
ど
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
も
生
ま
れ
る
に

至
っ
た
。
さ
ら
に

2
0
2
0年
に
は
、
内
閣

府
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業
※
2

の
第
一
目
標
と
し
て
、
人
が
身
体
、
脳
、
空

間
、
時
間
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

開
始
さ
れ
、
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
社
会
へ

の
動
き
が
加
速
き
れ
た
の
で
あ
る
。

世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も

身
体
を
使
っ
た
労
働
が
可
能

C
O
V
|
D
|
叩
が
蔓
延
す
る
中
、
我

が
国
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
、
が
行
わ
れ

始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
遠
隔
か

ら
の
在
宅
勤
務
は
、
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
デ
ス

ク
ワ
l
ク
に
限
ら
れ
、
実
際
に
そ
の
場
に

い
な
い
と
行
え
な
い
工
場
で
の
労
働
や
建

設
現
場
の
作
業
な
ど
を
在
宅
で
行
う
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
我
が
国
の
社
会
を
支
え
て
い
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
そ
れ
を
守
る
多
く
の
仕

事
、
例
え
ば
、
医
療
、
福
祉
、
電
気
、
ガ

ス
、
水
、
道
路
、
鉄
道
、
物
流
、
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
建
設
、
土

木
な
ど
は
、
人
間
の
身
体
性
を
、
必
要
と
す

る
仕
事
で
あ
り
、
現
在
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

範
曙
で
は
解
決
で
き
な
い
。

そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
が
、
テ
レ
イ
グ

ジ
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ

ン
ス
は
、
五
感
の
み
を
伝
え
る
遠
隔
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
従
来
の
範
曙
を
逸

脱
し
て
、
人
間
の
身
体
機
能
そ
の
も
の
を

伝
達
し
て
し
ま
う
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。

身
体
機
能
を
移
動
で
き
る
テ
レ
イ
ク
ジ
ス

タ
ン
ス
社
会
が
実
現
す
れ
ば
、
人
と
産
業

と
の
関
わ
り
ゃ
社
会
の
在
り
方
が
、
根
幹

か
ら
変
革
す
る
。

現
在
は
通
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

多
く
の
職
種
で
、
テ
レ
ワ
!
ク
、
が
可
能
に
な

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
都
心
か
ら
離
れ
て
家
で

働
く
こ
と
も
で
き
、
子
育
て
や
介
護
に
忙
し

く
長
時
間
勤
務
が
で
き
な
い
人
で
も
働
き
や

す
く
な
り、

一
方
、
高
齢
者
も
ロ
ボ
ッ
ト
を

自
分
の
新
し
い
身
体
と
し
て
使
う
こ
と
に
よ

り
、
身
体
の
衰
え
を
カ
バ
ー
し
て
働
け
る
よ

う
に
な
る
。

ま
た
、
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も
身
体

を
使
っ
た
労
働
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
仕
事
の
た
め
に
家
族
と
離
れ
て
外
国

に
移
住
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
ま
た
、

目
時
間
の
労
働
が
必
要
な
職
場
で
は
夜
勤

を
な
く
し
、
時
差
を
利
用
し
て
昼
間
の
国

の
人
た
ち
に
働

い
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
イ

グ
ジ
ス
タ
ン
ス
は
、
観
光
や
、
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
、
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
の
業
界
に
も
大
き

な
変
革
を
も
た
ら
し
、
「
瞬
間
移
動
産
業
」

と
い

っ
た
新
し
い
産
業
分
野
を
形
成
す
る

に
至
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

新
た
な
庖
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

検
品
・
陳
列
も
遠
商
操
作

現
在
す
で
に
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
社
会
を

支
え
て
い
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
も
い
え
る

業
種
で
、
商
品
検
品
・
陳
列
業
務
を
遠
隔

操
作
化
・
自
動
化
す
る
こ
と
で
、
庖
舗
の

省
人
化
や
物
理
的
な
庖
舗
立
地
に
制
約
さ

れ
な
い
自
由
度
の
高

い
ス
タ

ッ
フ
採
用
が

可
能
な
新
し
い
庖
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
よ
り
可
能
に

日本発の破壊的イノヘーション創出をめざした、従来技術の延長にない、より大胆な発想に基づく挑戦的な研究開発 (ム ンシヨ フト)を推進する新たな事業
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国国 テレイグジスタンス社会

右:テレイグジスタンス (実質的外骨格型人力増幅機)

。東京大学舘研究室

(図3)左.外骨格型人力増幅機

な
っ
て
き
て
い
る
。

将
来
は
、
ど
こ
か
ら
で
も
店
舗
ス
タ
ッ

フ
が

ロ
ボ

ッ
ト
を
通
じ
て
就
労
可
能
な
、

全
く
新
し
い
庖
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
と
な
る
。
人
と
人
と
の
接
触
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な

く
、
少
子
高
齢
化
や
就
労
人
口
の
減
少
に

よ
り
人
手
不
足
に
悩
む
庖
舗
に
導
入
す
る

な
ど
、
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

そ
し
て
、
新
た
な
働
き
方
、
生
き
方
、
社
会

の
在
り
方
を
実
現
す
る
、
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ

ン
ス
社
会
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

人
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
体
を
手
に
入
れ

自
分
の
身
体
機
能
を
拡
張
す
る

パ
ワ

l
ス
l
ツ
と
か

外
骨
格
型
人
力
増
幅
機
と
呼
ば
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
、
人
聞
が
ロ
ボ

ッ
ト
型
ス
ー
ツ
を

着
込
み
、
能
力
を
拡
張
し
て
危
険
な
環
境

下
で
も
人
間
の
大
局
的
判
断
や
目
と
手
の

協
調
作
業
な
ど
の
器
用
さ
を
失
わ
ず
に
作

業
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

図

3
の
左
図
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
い
く
つ
か
の
欠
点
が

ロ
ボ
ッ
ト
が
勝
手
に
動

あ
る
。

一
つ
は
、

く
と
人
の
身
体
ま
で
が
動
か
さ
れ
て
し
ま

い
自
動
的
に
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
こ
と
が

極
め
て
困
難
で
あ
り
、

A
ー
に
よ
る
自
動

化
と
の
相
性
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二

!ゆ

の
欠
点
は
、
壊
れ
た
際
に
使
用
者
に
被
害

が
友
ぶ
こ
と
で
、
第
三
は
、
そ
の
場
に
行

か
な
い
と
使
え
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
欠
点
を
解
消
し
た
バ
ー
チ
ャ

ル
(
実
質
的
)
な
、

外
骨
格
型
人
力
増
幅

機
、
が
、
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
シ
ス
テ
ム

だ
。
図

3
の
右
図
の
よ
う
に
、
使
用
者
は

遠
隔
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ボ

ッ

ト
を
あ
た
か
も
ス
ー
ツ
の
よ
う
に
着
込
み
、

そ
の
中
に
入
っ
た
状
態
を
実
現
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
外
骨
格
聖
人
力
増
幅
機
の

長
所
は
そ
の
ま
ま
で
、
そ
の
欠
点
を
補
え

る
。
す
な
わ
ち
、
人
が
新
し

い
ロ
ボ

ッ
ト

の
身
体
を
手
に
入
れ
、
そ
の
機
能
を
使

っ

て
自
分
の
身
体
機
能
を
拡
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

ロ
ボ

ツ

卜
に
自
動
で
作
業
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、

自
分
が
動
く
こ
と
は
な
い
。
従

っ
て
、
複

数
の
ロ
ボ

ッ
ト
に
順
次
テ
レ
イ
ク
ジ
ス
タ

ン
ス
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

ロ
ボ

ッ
ト
が
壊
れ
て
も
人
に
は
危

害
が
加
わ
ら
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

場
に
直
接
赴
く
必
要
も
な
い
。

ま
た
、

実
用
化
に
向
け
加
速

あ
ら
ゆ
る
産
業
で
広
く
活
用

し
か
し
、
こ
の
実
現
に
は
、

ロ
ボ
テ
イ

V
R、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ク
ス
、
A 

す
べ
て
の
技
術
の
進
展
と
統
合
が
必
須
で

あ
っ
た
。

1
9
8
0年
の
着
想
か
ら
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
起
こ
し
、
技
術
を
蓄
積
し
、
そ
の
可
能

性
を
説
い
て
き
た
が
、
今
、
判
年
の
時
を

経
て
、
時
代
が
追
い
付
い
て
き
た
。

ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
は
、

第
四
世
代
を
迎
え
、
工
場

内
か
ら
市
中
に
出
て
利
用
さ
れ
る
べ
く
進

展
し
た
。

A
l
は
、
第
三
世
代
と
な
り
、

深
層
学
習
で

一
段
と
人
間
の
通
常
の
認
識

の
能
力
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
V
R
は、

第
二
世
代
に
な
り
、
世
の
中
に
浸
透
し
つ

つ
あ
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

5
G
や

6

G
と
い
わ
れ
、
視
聴
覚
情
報
だ
け
で
な
く、

触
覚
情
報
も
遅
延
な
く
送
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
技
術
が
テ
レ
イ
グ
ジ

ス
タ
ン
ス
を
実
現
す
る
に
十
分
な
ほ
ど
進

展
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

技
術
要
素
が
テ
レ
イ
ク
ジ
ス
タ
ン
ス
実

現
に
向
け
て
育
っ
て
き
た
現
在
、
世
界
的

に
は

A
V
A
T
A
R
X
P
R
I
Z
E
に
よ

り
、
そ
し
て
、
囲
内
的
に
は
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
型
研
究
開
発
が
機
動
力
と
な
り
、
環
境
、

距
離
、
年
齢
、
身
体
能
力
な
ど
様
々
な
制

限
に
関
わ
ら
ず
自
在
に
瞬
時
に
移
動
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン

ス
技
術
が
実
用
化
さ
れ
始
め
た
。
ま
も
な

く
時
空
間
瞬
間
移
動
産
業
が
生
ま
れ
育
ち
、

遠
隔
就
労
や
レ
ジ
ャ
ー
は
も
と
よ
り
、
卸

-

小
売
業
、
金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
、

運
輸
・
通
信
業
、
電
気

・
ガ
ス
・
水
道

・

熱
供
給
業
、
医
療
・
福
祉
、
飲
食
宿
泊
業、

サ
ー
ビ
ス
業
、
公
務
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
サ
ー

ビ
ス
産
業
で
も
広
く
活
用
さ
れ
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
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